第3部　政策面から見る関西産業
　この節では政策面から、現在の関西産業、及び関西経済について分析していく。産業発展には政策的な支援はつきものであり、特に現代社会においては必須である。そこからアプローチし、他の地域と比較検証をしていくことにより、関西経済の強み・弱みを明確化する。

3－1　産業クラスター政策
　ここでは主に、経済産業局の「産業クラスター計画」が展開している各クラスターについて言及していく。

3－1－1　関西における産業クラスター展開

近畿地域では、第１期（2001～2005年）として「近畿バイオ関連産業プロジェクト」「ものづくり元気企業支援プロジェクト」「情報系クラスター振興プロジェクト」「近畿エネルギー・環境高度化推進プロジェクト」の４つのプロジェクトを展開してきた。
その第一期における事業成果と課題を踏まえ、第２期（2006～2010年）では、プロジェクトの再編、重点テーマによるクラスターの形成、選択と集中による事業展開、の3点によって、産業クラスターの成長を促進していこうとしている。

具体的には以下の３つがある。
「関西フロントランナープロジェクト　Neo Cluster」

（モノ作り、情報系、エネルギー分野を統合、近畿経済への波及効果の高い次世代産業を創出）

「関西バイオクラスタープロジェクト　Bio Cluster」

「環境ビジネスＫＡＮＳＡＩプロジェクト　Green Cluster」

これら３プロジェクトの活動を通じて、近畿地域が新事業・新産業が自律的に湧出する地域とし、日本経済の産業競争力に大きく貢献することを目指している。

3－1－2　他地域のクラスターとの大まかな比較
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ニーズの把握と技術力のある意欲的な企業に対する関連

施策の総合的・効果的投入

京浜ネットワーク支援活動

モデル性の高い多様な新事業創出・新産業創造の市場を

形成、他地域へ流通させるゲートウェイ機能の構築
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オ分野への進出

全分野
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医療・福祉機器、バイオ、機械システム、部材・加工（電子・
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　産業クラスター計画では大きく、ものづくり・IT・バイオ・環境の4分野でクラスターを分野分けしている。図表3－1を見ると、関西のクラスター政策は他分野に渡ってバランスよく展開していることがわかる。ものづくり・IT・バイオ・環境全ての分野をカバーし、広く進めていることが、関西のクラスターの特徴であるといえる。また、第二期に突入したこともあってか、目的や方向性が明確化されている。
　2章で述べた、三大地域と言える関東・中部・関西間で比較してみると、やはり上述のとおり、ものづくりに重点を置いている関東・中部に対して、バランス良く全分野に展開しているのが関西のクラスターの特徴である。また、これら3地域の中で環境クラスターを展開しているのは関西のみである。人口過密地域において、環境分野の事業はこれから特に重要となってくる。いわゆる大都市である、政令指定都市が多く含まれるこの3地域の中で、関西のみが環境分野のクラスターを展開しているのは注視すべきところかもしれない。
3－1－3　分野別の他地域との比較
図表3－1　各地域のクラスター一覧





出典：� HYPERLINK "http://www.cluster.gr.jp/plan/index.html" �http://www.cluster.gr.jp/plan/index.html�（産業クラスター計画）より作成








